
（別紙３）

～ 令和7年　３月　１４日

（対象者数） 30 （回答者数）
23

～ 令和7年　３月　１４日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同法人内の他事業所児童との関りを増やし、児童同士の関わ

り方や傾向を把握し方法を模索する。

2

3

○事業所名 あしたも笑顔谷中公園

○保護者評価実施期間
令和7年　２月　３日

○保護者評価有効回答数

令和7年　２月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流、地域の他のこどもと交流

する機会がない。

適切な交流方法が不明瞭で消極的になっている。

職員間で意見を伝えやすい環境が整っており支援方法や改善す

べき事項について話し合うことができている為、職員間の共通

理解に優れている。

日頃のコミュニケーションを大切にしており、他の意見に対し

批判的な言動をしないよう各職員が心掛けている。

職員間の情報共有が適切になされており、支援に対して共通意

識をもち支援に取り組めている。

情報共有ツールを使用し情報共有の徹底を図り、ヒヤリハット

を作成し問題点や改善点を話し合うことで共通意識を深めてい

る。

経験豊富な職員が在籍しており児童の特性を踏まえた支援に取

り組めている為、豊富な知識のもとモニタリング会議や個別支

援計画書作成を行えている。

事業所における自己評価総括表公表


